
１．はじめに

　「国立国会図書館所蔵　明治期刊行図書マイクロ

版集成」は、国立国会図書館が所蔵する明治期刊行

図書約１１万点・１６万冊の資料をマイクロ化したもの

であり、収録図書は人文、社会、理工、医、自然科

学の全領域にわたり、明治期全刊本の約７割に相当

する。多くの資料は酸性紙の利用、あるいは経年に

よる劣化・損耗の危機にあり、保存対策はまさに焦

眉の急とされてきたが、国民的遺産ともいうべきこ

れらの明治の文化遺産を、総体として後世に継承し、

国際図書館連盟の基本理念の一つでもあるユニバー

サル・アベイラビリティー（普遍的利用）の促進を

目的として、丸善株式会社が２年有余におよぶ綿密

な事前調査と検討を重ね、専用カメラならびにフィ

ルム処理の開発、エンジニアリング思想をベースと

した工程管理システムの構築、厳しい成果品検査、

等々により、嘗てない高品位マイクロ出版物を完成

させた。

　この時期の多くの資料は、従来、入手することは

もちろん、閲覧することも極めて困難であったが、

この資料のマイクロフィルム化により、国立国会図

書館の収蔵する比類のない圧倒的な量の資料を簡単

に利用できるようになり、これまで研究者が資料収

集のために費やしていた労力は軽減されることにな

った。

　本学ではすでに、哲学、経済・産業、教育、政治

の４部門が購入されており、その内「政治」部門に

ついては、本誌前号で紹介された。今回は「歴史、

地理・風俗、宗教、伝記」部門を取り上げたい。各

部門の内訳は以下のとおりである。

【歴史の部】

歴史［３０８点、５１１冊、５９リール］　日本史［２，８２２点、

６，５５６冊、６０５リール］　東洋史［５１１点、２，２２７冊、

１４５リール］　西洋史［３２９点、５８２冊、６９リール］　

補遺［１７２点、２５５冊、２４リール］補遺２［１１０点、

２１５冊、２４リール］

【地理・風俗の部】

地理・紀行［５６０点、８７リール］　日本地理［７８２点、

１１５リール］　日本地方史・誌［３，１７６点、３０３リー

ル］　アジア［４４９点、６２リール］　アフリカ［１２点、

２リール］　ヨーロッパ［６３点、１２リール］　南北ア

メリカ［９６点、１５リール］　オセアニア・極地［１６

点、３リール］　地図［２７６点、１６リール］風俗・習

慣［３６４点、２４リール］　補遺［１４３点、１２リール］

補遺２［１０５点、１６リール］

【宗教の部】

　宗教［２５２点、２８１冊、２６リール］　神道［９２２点、

１，１６４冊、５５リ ー ル］　仏 教［１，９２７点、４，３６１冊、

３４６リール］　律宗・論宗・華厳宗［１６４点、２７８冊、

１６リール］　天台宗・真言宗・密教［５２０点、７３２冊、

４２リール］　浄土宗［１，９９２点、３，０１１冊、２１７リー

ル］　禅 宗［５７８点、７３５冊、５８リ ー ル］　日 蓮 宗

［３０９点、４６７冊、３７リール］　キリスト教［１，６１２点、

１，７３１冊、１７７リール］　補遺［１７７点、１９８冊、１４リ

ール］補遺２［１５０点、１８２冊、２７リール］

【伝記の部】

　伝記［１，３７１点、２，０２５冊、１８０リール］　人名録・

職員録［６７５点、１，４５８冊、１９６リール］　姓氏・系

譜・家史［１２２点、１８２冊、１０リール］　紋章・旗章

［２３点、２３冊、３リール］　墓誌・碑文［３１点、３９冊、

３リール］　皇室・華族［２４４点、４４４冊、２９リール］

個人伝記（日本人）［１，２２３点、１，３８２冊、１０９リー

ル］　個人伝記（東洋人）［３９点、３９冊、４リール］

個人伝記（西洋人）［２５５点、２７４冊、２７リール］　補

遺［１３０点、１４３冊、１３リール］補遺２［７１点、２００

冊、１９リール］

以上であるが、本資料は近代日本の歴史研究にとっ

てまさに第一級の資料であり、数多くの埋もれた文

献の発掘は今後の研究・調査に測り知れない貢献を

もたらすことは必定であり、また近畿圏の、しかも
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本学に本資料が設置される意義は極めて大きいと言

わねばなるまい。　

２．本資料による研究例

　明治は、それまでの政治的、経済的に立ち遅れて

いた封建社会を、改革につぐ改革によって新しい近

代社会に作り上げていった時代であり、今日の日本

の基礎を築き上げた豊饒の時代であった。そこには

明治政府の為政者らの意識的自己変革のみならず、

創造的エネルギーをもった中間層の台頭、更には旺

盛な学習意欲と探究心をもって歴史を推進せしめた

民衆の存在があったことは無視できない。これらは

日本を深く知る上で極めて重要な問題であり、また

魅力に富む問題であることは誰しも認めるところで

あろう。

　ところで、特に今回取り上げた各部門から、もう

少し具体的な問題として、例えば以下のような研究

が可能になろう。�明治期における西洋の思想・宗

教・文化の受容と、その日本的展開に関する追跡調

査、�明治期の欧化主義の流れのなかで、わが国の

伝統的宗教が外圧や国家の圧力に対して、どのよう

な自己改革によって近代化したかの究明。特に神道

についていえば伊勢神宮や出雲大社などの動向、そ

して天理教、金光教など新宗教の進出過程の調査、

�キリスト教関係の書物が次々に翻訳されていく一

方で、日本の各宗派がその教理・教義の整備を課題

としていく経緯の調査、�神祇全書や神道叢書の編

纂、縮刷大蔵経の企画出版、更に伝教大師全集や禅

学大系の編集事業の追跡、�親鸞教学における『歎

異抄』や道元の『正法眼蔵』、或いは『大乗起信論』

等に関する各種仏教書の注解解読の照合、�明治期

の教育行政制度の確立・整備過程における中央政府

と地方当局の交渉、往復文書の実態についての実証

的研究、�日本を含む太平洋地域の農耕文化の起

源・伝播、および伝統的な姿の追跡調査、�三療業

の営業独占を求めた盲人による国会誓願運動の背景、

およびイタコ・ゴゼなど、盲婦人の職業実態の調査、

�西洋文明の受容によって、それが明治期の為政者

の伝統的法意識にどのような影響を与えたかの研究、

�古今東西の「偉人伝」に寄せる明治人の精神的側

面が近代化の流れのなかで、どのように変容してい

ったかの究明など、今後の研究課題とする問題は無

尽蔵にある。

３．明治という時代

　さて、本稿では特に明治時代の精神史について簡

単に触れておきたい。

　周知の如く、日本の近代化は明治維新以後愈々本

格化していったが、明治期における西洋近代文明の

受容は、これまで伝統的に培われてきたわが国の学

問・思想のあり方に根本的な反省を促すものとなっ

た。明治以前の思想的伝統には、もちろん仏教や国

学、神道の存在は無視できないにせよ、当時の人々

の生活形態や思考様式のなかに最も直接的な体験と

してあったのは何と言っても儒教的素養であったこ

とは特に留意すべき点であろう。従来、「日本の近

代化」が論及される場合、もっぱら前近代的な封建

社会からの脱却という歴史的側面ばかりが強調され、

そうした時代状況の中にあっても、明治人の深層意

識の中に伝統的な儒教精神が根深く巣食っていたと

いう事実が等閑視されがちであったことは否めない。

明治初年に生まれ育ち、明治後期に活躍する思想家

たちにとって、その思想の形成の時期に儒教的伝統

が極めて大きな比重を占めていたことは念頭に入れ

ておくべきである。それは単に思想形成の一要素と

いうに留まらず、少年時代の生活全体を通して、彼

らの精神の内奥に深く浸透していたのである。当時

の子供たちは、明治五（１８７２）年の「学制」発布後

創設された小学校に通学する傍ら、近世以来の生き

残りの儒学者たちの膝元にあって、直接経書や史書、

四書五経等の素読と講釈を受けるという光景は、当

時かなり一般的なものであった。明治初年に生まれ

た知識人の世代が文字を覚え知識欲に目覚めた時、

彼らの身の回りにあったのは主に漢籍であり、それ

によって自らの好奇心を満たすことが彼らの学問的

出発点であった。

　とは言え、彼らが思想的に活躍する時期にあって、

彼らの思想内容の中に即自的な仕方でそうした伝統

が表現されるわけではなかろう。むしろこうしたい

わば血肉にまで浸透した世界観なり価値観は、もは

や直接的な思想表現としては表れてはこないであろ

うし、更に言えば、表向きは封建時代の前近代的な

儒教精神を批判しながら、基本的な発想は相変わら

ず儒教的であるといった場合も決して少なくないの

である。明治期において儒教的倫理の伝統がどのよ

うな意味を担っていたかは、例えば山路愛山（１８６４

～１９１７）の「余は儒教の教理を捨てたり、されど人

道と天道とを結合し、道義感情の基礎を不易の位置

に据えたる儒教の甘味に至っては遂に全く忘るゝ能
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わざる所なりき」（『現代日本教会史論』）という言

葉からも窺い知ることができる。

４．自由民権運動の衰退と精神主義的理想主義の台頭

　ところで明治維新の政治的、思想的リーダーたち

は当時の西欧列強のアジア進出の圧力に抗して、日

本の独立を守ろうとする意図のもとに、富国強兵、

文明開化、殖産興業を推進しようとした。文久二

（１８６２）年、蕃書調所にいた洋学者、西周（１８２９～

９７）、津田真道（１８２９～１９０２）は、オランダのレイ

デン大学に留学し、そこでフィセリングから当時の

ヨーロッパにおいて主流となっていた�・コントの

実証主義および�・�・ミルの功利主義を教わり、帰

国後それを日本に紹介するが、それらは実学を志向

する日本の近代化にとっては極めて時宜にかなった

学問であった。西、津田をはじめ、福沢諭吉、加藤

弘之ら「明六社」に結集した洋学者たちは、日本人

の生活と思惟の方式を近代化していくための思想的

な拠点を求めて、西洋近代の実証主義や功利主義思

想に着目し、その移植をはかったのである。

　しかしそこで提唱される自由、独立、平等、人権

といった理念によって、人民に自由独立の「個人」

としての自覚が喚起され、やがてそれは反政府的な

自由民権運動へと発展していくのだが、明治の中期、

つまり明治二十二（１８８９）年の「帝国憲法」発布に

よって天皇制絶対主義政権が確立される頃になると、

次第にドイツ系統の哲学思想の導入が盛んになる。

これは革命運動の温床にもなりかねない英・仏系の

思想を挫くための政府による自由民権運動対策であ

った。文部省からの最初の文科系留学生としてドイ

ツに派遣され、�・ハルトマンの形而上学やヘーゲ

ル中央派系の哲学史などを学んだ井上哲次郎（１８８５

～１９４４）は明治二十三（１８９０）年帰朝後、すぐに東

大教授となり、創生期のアカデミー哲学のリーダー

として、ドイツ系統の理想主義、精神主義的な哲学

思想の導入につとめ、前代に移植された功利主義、

実証主義を批判、排撃するとともに、日本の伝統で

ある宋儒学や仏教思想も踏まえ、「現象即実在論」

の提唱によって東西思想の哲学的総合をめざしてい

る。

５．明治の青年と人生への煩悶

　明治二十年に刊行された『新日本之青年』で、徳

富蘇峰は「明治ノ青年ハ天保ノ老人ヨリ導カルゝモ

ノニアラスシテ。天保ノ老人ヲ導クモノナリ」と猛

語しているが、「天保ノ老人」とは福沢諭吉をはじ

めとする明治初期の啓蒙思想家たちを指す。彼らの

思想の骨格にはまだ確固とした儒教的倫理観があり、

その上で主として政治や社会の問題に強い関心を示

していたのに対し、「明治ノ青年」たちは、一方で

は哲学思想そのものの理論的な把握、学術的な受容

に努めながら、他方ではとくに倫理的、宗教的問題

に強い関心を示し始め、明治三十年代以降になると、

近代的個人意識の成長とともに、とくに個人の内面

的世界における自我の自覚と確立という問題が追求

され始める。いかにして人生の根拠をつかむか、ど

こに生の根拠を置くかといった「人生問題」への懐

疑が知的青年層の間に広がり、この時代を覆う根本

気分となっていった。

　明治三十六（１９０３）年に華厳の滝に投身自殺した

一高生、藤村操の「華厳の辞」に象徴される人生へ

の懐疑と煩悶が、明治のこの時代の根本気分を如実

に表している。曰く「悠々たる哉、天壌、遼々たる

哉、古今、五尺の小躯を以て此大をはからんとす、

ホレーショの哲学竟に何等のオーソリチイに価する

ものぞ。万有の真相は唯一言にして悉す、曰く、不

可解。我この恨を懐て煩悶終に死を決す。」こうし

た煩悶は藤村一人に限られるわけではない。高山樗

牛（１８７１～１９０２）も「人生問題」という新しい主題

に取り組み、明治二十四（１８９１）年、『文学会雑誌』

の創刊号に掲載された「人生終に奈何」なる一文で

次のように吐露している。「人生終に奈何、是れ実

に一大疑問にあらずや。生きて回天の雄図を成し、

死して千歳の功名を垂る。人生之を以て尽きたりと

すべきか、予甚だ之に惑ふ。生前一杯の酒を楽しむ、

何ぞ須ひん身後千載の名、人は只々行楽して已まん

か、予甚だ之に惑ふ。」哲学者西田幾多郎の抱いた

煩悶も同一性質のものであった。曰く「宇宙一大怪

物ニシテ疑惑ノ中ニ取リ包カレ一事一物解スベキ者

ハ毫モナシ　見ヨ夫レ仰デ見ヨ夫蒼穹タル天ハイズ

レニ至テ限ラルゝヤ宇宙ハ　或ハ神ハ　何故ニ始ナ

ク終ナキカ　嗚呼無始無終果シテ無キ乎　吾人ハ夢

ノゴトキ乎　実ニデカールトヲ気取ルデハナイガ宇

宙間　解シ得ベキ者一物カアルヤ　嗚呼何術ヲ以テ

之ノ疑ヲ解カン　嗚呼余ノ為メニ之ノ疑ヲ解クノ人

アル乎　豈慨嘆ニ堪ベケンヤ」（明治二十一年頃

「山本良吉宛書簡」『西田幾多郎全集』第十八巻、五

頁）
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６．近代的自我の目覚め─東洋的自然観からの乖離

　こうした苦悶は、明治維新以来日本人の精神に浸

透し来たった認識論的発想、すなわち自然を対象化

し認識する主体としての人間という西洋の近代精神

がもたらしたものであり、それまでいわば天地自然

の懐に身を委ね任せることに慣れていた日本人であ

ったればこそ、個人的自我の目覚めとともに負わな

ければならなかった苦悶でもあった。近代日本にお

ける「自我」の定着は、自然とのどうしようもない

〈乖離〉に伴って重くのしかかり、それは閉鎖した

独我論に陥る危険性を孕んでいた。こうした独我論

からの脱却こそ「明治ノ青年」の思想的課題だった

のである。このような風潮に支えられて、大多数の

知識人は内観的な自己凝視を基調とする人格形成の

途を歩むようになる。明治三十三（１９００）年に当時

の著名な哲学者、思想家の殆どが参加する形で結成

された「�丁酉�倫理会」もその一つの現れである。こ
ていゆう

の会の趣意書には次のように謳われている。「道徳

の大本は人格の修養にあり。忠君愛国は国民道徳の

要素なりと雖も、而かも人生の本然に�稽�へて其自
かんが

覚心を覚醒し其衷心に訴ふるに非ざれば、恐らくは

生命ある活動を庶幾すべからざらむ。」ここには新

しい人格主義的な個人主義の立場から従来の「国民

道徳」を再編成しようとする意図が表明されている。

　以後、新しい人格主義的な個人主義が標榜され、

カント、フィヒテ、�・�・グリーン、パウルゼン

など人格主義的理想主義の倫理学の紹介や研究が盛

んに行われた。　明治三十年前半には感情や本能に

基づく自己主張としてのロマン主義的個人主義が生

じるが、この潮流は日露戦争前後には、社会的現実

に伏在するの諸矛盾との�藤から、いわゆる自然主

義文学が起こり、他方では自律的な人格としての自

我の実現をめざす倫理的理想主義、あるいは超人格

的な絶対者との合一による自我の解脱を提唱する清

沢満之（１８６３～１９０３）の「精神主義」、宗教的法悦

を説く綱島梁川（１８７３～１９０７）の「予が見神の実

験」（１９０５年）などの宗教的精神主義も現れてくる。

またこうした流れの中で、わが国のアカデミー哲学

の主流はドイツ観念論の哲学に依拠した絶対的観念

論の方向へと進んでいく。明治四十四（１９１１）年に

公刊された、西田幾多郎の『善の研究』はこうした

潮流の起点となった著作であった。

（文学部教授　いのうえ　かつひと）

平成１２年度に文部科学省より補助金を得た資料は、上記の

１点と下記の２点である。
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　　　『籍苑』第３８号「マイクロ・フィルム版１８世紀刊本文

献集成」参照
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『図書館フォーラム』第２号「カール・メンガー文庫

（マイクロ版集成）について」参照

豊饒の時代─明治
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